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【緒言】   
Po甲毎ro椚0〃d∫g加g血J∫∫（Pg）の膿瘍形成能は，歯周病の病態形成と関連性が高いことが  
広く知られている。これまでの研究によって，膿瘍形成株に特異的な遺伝子としてインサー  



























イプリダイゼーション反応を行った。   
4．増殖能の比故：〃dβ様遺伝子欠損株とW83親株を対数増殖後期（OD660＝0．8）まで前培   
養した培養液の0．6mlを10mlのBHI液体培地に添加して継代培養し，培養液の吸光度を非   
色計（MiniPhoto518R，TAITEC；波長：660nm）を用いて測定することで，培養液中の   
細菌数を間接的に表した。そして，これを両者の増殖能として比較した。  
5．膿瘍形成能の比較：〃dβ様遺伝子欠損株とW83親株を370C，嫌気条件下で対数増殖後期   
（OD66。＝0．8）まで培養後に集菌して，2．5×10計個／mlとなるようにBHI液体培地中に   
懸濁した。この懸濁液の100い1をBalb／cマウス（♂，7週齢）の背側部皮下に接種し，膿瘍   
形成を経時的に観察した。Pgが形成する膿瘍は潰瘍を形成する特徴を持つので，Pgの膿   
瘍形成時は一般的に潰瘍面積で表現される。そのため，形成された膿瘍の面積をOkayama  
らの記載に従って経時的に測定した（接種後1日は約4時間毎，その後の面積は1日毎）。  
6．酸素感受性試験：〃rdβの発現量が菌体の酸素感受性に影響を与えるかどうかを，〃d∂   
様遺伝子欠損株ならびに乃dβ様遺伝子の発現が多い膿瘍形成株とその発現が少ない非膿   
瘍形成株を用いた酸素感受性試験によって評価した。各Pg株を対数増殖後期（OD660＝0．8）  
まで前培養した培養液の0．6mlを10mlのBHI液体培地に添加して継代培養し，吸光度が0．3  
になるまで培養した。その後，通常の嫌気培養群と過酸化水素水2．5mMを添加して震塗   




2．椚dβ様遺伝子欠損株と乃dβ様遺伝子の発現量が少ない非膿瘍形成株は，偽好気状態にお   
いて，膿瘍形成株に比べ増殖能が低下していた（Student，st－teSt，p＜0．05）。   

















レスに対して抵抗性に働き，菌の増殖，ひいては膿瘍形成に深く関与しているようである。   
今後は，以上の事象の分子機構を解明するとともに，臨床データとの関連を調べることに  
よって，ISノブ夕∂を細菌学的診断の遺伝子マーカーとして応用することや，新しい治療法の開  
発が可能となるかもしれない。   
【結論】   
Pgの〃JdD様遺伝子はその増殖能や酸素感受性に影響を与え，膿瘍形成能に関与している   
ことが示唆された。   










能に関与していると推察された。   
そこで本研究では，膿瘍形成株W83を親株に点rdか様遺伝子の欠損株を作製し，  
増殖能や膿瘍形成能の変化を評価した。その結果，m・d上）様遺伝子の膿瘍形成への  
関与を明らかにすることができた。   
申請論文は以下の内容を示すものであった。  
1．皿山刀様遺伝子欠損株は，親株である膿瘍形成株に比して低い増殖能及び   
膿瘍形成能を示した。  
2．刀rdD様遺伝子欠損株とJ】rdか様遺伝子の発現量の少ない非膿瘍形成株では，   





因子として働く結果，菌の増殖，膿瘍形成能を賦活すると考察されている。   
